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平成３０年７月豪雨など、近年、豪雨や地震、台風の大型化によ
り自然災害が多発しており、農業用ため池も多大な被害を受け、中
にはため池の決壊による人的被害も発生しています。

ため池の決壊による下流への被害を軽減するためには、管理して
いるため池の特徴を把握し、日常管理を適切に行い、非常時の対応
に備えることが重要となります。

本手引きでは、ため池管理者である皆様に、知っておいていただ
きたい「基本事項」と「日常管理」についての主なポイントを記載
しております。

ため池管理者として、本手引きを参考に、使い慣れた道具のよう
に、日頃からため池の癖（特徴）をよく把握し、その状態を最善に
保つための安全な管理業務や管理体制の確立等に役立てていただく
ようよろしくお願いいたします。

１.目的
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２.基本事項

農業用水の供給

自然環境の保全 憩いの場洪水の調節

緊急時の水源

学習の場

歴史的文化財

土砂流出防止

●農業用水の供給
●洪水の調節
●土砂流出防止
●緊急時の水源
●自然環境の保全
●憩いの場
●学習の場
●歴史的文化財 等

たくさんの
役割がある
んだね！

上流から流入する土
砂や土石流を溜める
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張ブロック

堤 体 ため池の堤体の多くは土を盛り立てて造られています。
堤体の上流から流れてくる水をせき止め、堤体と堤体上
流の地山で囲まれた空間に貯水するという最も重要な施
設です。

ため池の標準的な断面図

堤 体

洪水吐
取水施設（斜樋）

堤体

遮水ゾーン 取水施設（底樋）
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洪水吐 大雨時に貯留水が堤体を乗り越えて流れないように、ため池に
流入した水を安全に流下させるための施設です。

取水施設
(斜樋・底樋)

ため池の水は、一般的に斜樋に設けられた取水孔部から取り入
れられ、底樋を通って下流の農地に送られます。
斜樋は通常何段かに分かれて取水ゲート又は栓が設置され、水
位に応じて表面の温かい水を取水できる構造になっています。
底樋は斜樋から取り入れた用水の通り道であるとともに、ため
池の底部にあって、落水時や堤体の補修時等、ため池を空にする
ための排水施設としての役割も担っています。

浸食防止施設
（張ブロック等）

ため池の水面上に強い風が吹くと波浪が発生し、土を材料とす
る堤体が浸食されてしまうことから、これを防ぐために張ブロッ
ク等が設置されています。

取水施設の構造例
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３.日常管理

施設別管理ポイント

草刈りを定期的に実施しましょう！

年に一回は落水しましょう！

ゴミや流木、堆積土砂は速やかに撤去
しましょう！

陥没やはらみ出し、堤体下流法面や法尻
部の漏水等の状況を確認しましょう！

はらみだし及び陥没

草刈り
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施設別管理ポイント
正常に開閉できますか？

漏水はありませんか？

上流の山林の状況を確認しましょう！

点検結果を保管し、引継ぎましょう！

事故を防止しましょう！

事前放流及び低水位管理の実施！
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４.点検報告様式（点検チェックシート）

ため池についてより詳しく！
ため池管理の手引きを読んでいただき、誠にあり
がとうございます。
もっと詳しくため池について知りたい！と思った方
は、農林水産省 農村振興局 整備部 防災課が
作成した「ため池管理マニュアル」を読んでいた
だけると幸いです。
（農林水産省のHPに掲載されています。）
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